









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































羅・㖨己呑を併呑したのは、 『三国史記』 『三国遺事』では五三二年。 『日本書紀』がこれを五二七年のこととして掲げるのは不審である。しかも、 『日本書紀』は天皇の崩御の年も、継体天皇二十五年説を退けてあえて『百済本記』によって二十八年としてい そこから、山尾氏は、磐井の乱もこれらの出来事と同様、三 繰り下げ 、五三〇・五三一両年のこととすべきだといわれる。　
継体天皇紀の年紀に錯簡があることは、はやくから指摘されている。前述の崩年にしても、 「或本」を引いて二十五年


































































































































































格的に提唱してこられた独自の構想である。すなわち、氏は 統 国家が形成される は六世紀中頃以降のこととしてそれ以前を地域国 の段階と定義し、ヤマト地域国家（
いわゆる「ヤマト政権」を指す
）とともに、筑紫や吉備や毛野などの地

















としてつくられた、きわめて政治的色彩のつよい記念物である。それは 前方後円墳 、出現当初から、一定の規格性をもっており、埋葬施設や副葬品などに共通した特色をもっていることからも立証 る。しかも、こうした前方後円墳の分布が、かな の範囲におよんでいるところから、古墳時代前期には、すで 西日本規模の政治的聯合体が形成されており、さらにその中軸的な存在として、大和を中心とす 政治集団の存在 想定することが可能である。この大和を中心とする政権の最高首長は、三輪山周辺・曽布・葛城・河内南部・和泉北部など大和 河内の勢力 中心に、南山城・乙訓・三島野なども加わった畿内（
当時はまだ畿内という概念は存在しなかったが、ここでは便宜上使用
）各地の政治集団の聯合体によって























ば、かかる用語の濫用は、 「国家あるいは王権 対する無理解から発した」発想だといわざるをえな （
長山泰孝「国家形成
史の一視角」 『大阪大学教養部研究集録』人文・社会科学第三一輯、のち長山氏『古代国家と王権』 〈前掲〉三三頁及び前掲論文 七六頁参照
） 。それゆ



















































































である。これらの詔によれば、天皇は毅然とした態度で叛乱に臨んだかのごとくであり あたかも継体天皇を顕彰するのような書きぶりである。いったい、 『日本書紀』は、継体天皇をすぐれた天皇 して描 ているが（
これは、 『日本書紀』の
編纂にかかわった歴代天皇が、いずれも継体天皇の直系の子孫で ことを思 ば、あ 意味当然であるが
） 、磐井の乱の描写もそれに通じるも








































































































































































































にわたる地域政権 盟主的存在 あった磐井君が、ヤマト政権に叛旗を飜し敗北したことは認 てよいと思う。叙述には出入りがあ ものの、叛乱→鎮圧 う核心部分は史実であろう。ただ、乱がヤマト政権の朝鮮経営と連動す ものだという『日本書紀』の説明は、ありそうな話ではあ が、その史実性の有無は判定 むつか く、結局 ところ、確実なは『古事記』継体天皇段にもある、素朴な伝承のみということになる　









































































































































































































































































































































































































































所在の八雷古墳が周溝外に別区を備えていたことが確認されてい 。同古墳は、南北に伸びる墳丘 全長 五八㍍ほどで、後円部の南側に別区が設けられている。古墳の所在地の勝山町はかつての上妻県で、風土記の引く古老 言 伝えは、磐井は官軍 勢い 抗しきれなくなり遁れたのが豊前国の上膳県であったというから、岩戸山古 ・八雷古墳 もに別区を有していることは、両者の関聯をうかがわせる。　
別区の用途は不明だが、中司照世氏のご教示によれば、前・中期古墳で、後円部に周溝を介 ずに直接別区同様 方形
































































































の名が残るほどの雄族では、六世紀半ばまでおおよそ八〇㍍餘の規模の前方後円墳と築いている。七〇㍍規模の乗場古墳や八七・五㍍規模 鶴見山古墳は、それら 古墳と比較してもなんら遜色はないのである。したがって、こ ら古墳の規模は筑紫一族の勢力の衰退とは無関係で、むしろ、乱の鎮圧後も、在地 政治集団としての勢力の衰退はなかったと考えるべきである。　
ただ、磐井の乱の直後に、葛子による糟屋屯倉の献上が り、その後も安閑天皇紀五月九日条によれば、筑紫・豊 ・


















































洩れている点もふくめて と、 「墳高」 「墓田」 「解部」 「贓物」 「篤疾」がそれである。いったい九州地方の乙類風土記は、漢文によ 凝った修飾が顕著だが、学識 ある役人 手にかかるものらしく、当時の法律用語とおぼしき のが多用されている。　



































残疾よりも重度、癈疾 り 軽度の障碍を指すことばである。前掲の新日本古典文学全集の『風土記』では「篤き疾」と読み下しているが、ここは「篤疾」と音読 一つの漢語に解釈するのがよ ろう。　
このように、この風土記逸文の文章では、至るところに日唐の律令にかかわりの深い漢語が用いられており、文章化の






映している」といわれるが、これもはたしてそのとおり あろうか。氏が「上級」と判断するのは この記事に「律令時代の中央における裁判・刑罰の反映が認められる」からであろう。たしかに、 解部 は治部省・刑部省のそれと名称は一致しており、編者の潤色と考えられる 、名称が律令制的 ることと、実際にそうした役割の人がいたこととは、別問題である。　
だとすると、結局のところ、風土記に登場するのは、訴訟の審理にあたる解部的な人物、被疑者、そして犯行の証拠品






















































































































































































































































マト政権は、それらの鎮圧に成功したわけだから その意味 は、叛乱の平定を梃子に、地方の政治集団に対する影響力を強めていったと評価できる。しかしながら、べつな観点からすれば こうした叛乱が勃発す 背景には、ヤマト政権の機軸である大和の政治集団の弱体化があっ といえ 。　
周知のように、五世紀のなかごろから六世紀前半にかけ は 皇室内部で皇位継承をめぐる骨肉の争いが、絶え間なく





























































































































































　  Tsukushi-no-Kimi was powerful  family  in the northern Kyushu, and  it  is 
said that the head of the clan, a man by the name of Iwai, rebelled against 
the Yamato court  in  the  first half  of  the 6th  century. This  rebellion was 
recorded in various historical records such as the Kojiki , Nihonshoki , Chikugo 




　  The Chikugo  fudoki  was a gazetteer compiled  in the first half of  the 8th 
century,  about  200  years  after  Iwai ’s  rebellion. Although  local  officers 
gathered folklove and old tales eagerly, these were not factual. Therefore, we 
must treat  this gazetteer carefully.
Keywordds : Iwai  lord  of Tsukushi, Kojiki, Nihonshoki,  Chikugo  fudoki, 
Iwatoyama Tomb
